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「
古
代
語
の
し
る
べ
」
第
七
回

イ
ス
ロ
コ
フ

―
イ
ス
ス
ク
・
ウ
ス
ス
ク
・
ウ
ソ
ソ
ク
と
合
わ
せ
て

―

蜂

矢

真

郷

『
時
代
別
国
語
大
辞
典
上
代
編
』
（
以
下
、
『
上
代
編
』
と
示
す
）
に
、
「
い
す
ろ
こ
ふ
（
動
）
」
の
項
が

あ
る
。
全
文
は
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

未
詳
。
心
勇
む
・
進
み
行
な
う
意
か
。「
神
等
の
伊
須
呂
許
比
あ
れ
び
坐
す
を
言
直
し
和
し
坐
し

タ
チ

い

す

ろ

こ

ひ

ヤ
ハ

て
」(

祝
詞
大
殿
祭)

『
祝
詞
』
大
殿
祭
の
例
の
原
文
（
割
注
の
形
は
一
行
に
し
て
示
す
、
以
下
同
様
）
は
、

の

り

と

お
お
と
の
の
ほ
か
い

神
等
乃

伊
湏
呂
許
比
阿
礼
比
坐
乎

言
直
之

和
之

古
語
云

夜
波
之

坐
弖

の
よ
う
で
あ
る
が
、
九
条
本
の
こ
の
箇
所
に
訓
は
な
い
。
沖
森
卓
也
氏
編
『
延
喜
式
祝
詞
総
索
引
』［1

9
9

5
.
1

汲
古
書
院
］
は
、「
神
等
の
い
す
ろ
こ
ひ
あ
れ
び
坐
す
を
言
直
し
和
し
坐
し
て
」
と
訓
読
し
て
い
る
。

か
み
た
ち

ま

こ
と
な
ほ

や
は

ま

こ
の
語
は
、
孤
例
で
あ
る
が
、
ア
レ
ブ
と
対
に
な
っ
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
手
が
か
り
に
は
な
る
。
し

か
し
、
ア
レ
ブ
も
他
に
見
え
な
い
語
で
、『
上
代
編
』
に
は
、

未
詳
。
ア
ラ
ブ
に
似
た
意
味
か
。(

用
例
略)

【
考
】
唯
一
例
、
し
か
も
上
の
イ
ス
ロ
コ
ヒ
も
一

字
一
音
の
仮
名
書
き
に
な
っ
て
い
て
、
古
い
伝
承
を
そ
の
ま
ま
記
載
し
た
か
と
思
わ
れ
る
部
分

で
、
不
明
の
点
が
多
い
。
ま
ず
「
比
」
は
清
濁
不
明
だ
が
、
ア
ラ
ブ
な
ど
と
考
え
合
わ
せ
て
仮

に
濁
音
と
す
る
。
次
に
活
用
は
、｢

比
」
か
ら
す
れ
ば
四
段
か
上
一
段
と
推
定
す
る
の
が
常
道
だ

が
、
こ
の
場
合
は
む
し
ろ
上
二
段
で
あ
ろ
う
。

と
あ
る
。
確
か
に
バ
行
上
二
段
動
詞
の
例
は
、
ア
ラ
ブ
［
荒]

荒
夫
琉
神
等
夫
琉
二
字
以
音

〔
荒
夫
琉
神
等
夫
琉
二
字
、
音
を
以
ゐ
よ

〕

（
『
古
事
記
』
中
巻
・
神
武)

あ
ら

ブ

ル

か
み
ど
も

も
ち

な
ど
の
よ
う
に
、
他
に
か
な
り
あ
る
の
で
、
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
差
違
は
あ
る
が
、
こ
の
見
方
は
順
当
と

も
言
え
る
。

イ
ス
ロ
コ
フ
は
、｢

未
詳
。
荒
れ
す
さ
ぶ
の
意
か
。
」

岩
波
古
語
辞
典
』
〔
初
版
・
補
訂
版
〕
［
岩
波
書

店]

）
と
も
、「
語
義
未
詳
。
心
勇
み
、
心
勇
み
争
う
、
の
意
か
。
」（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』［
小
学
館
］〔
初

版
・
第
二
版
〕
）
と
も
言
わ
れ
、
粕
谷
興
紀
氏
『
延
喜
式
祝
詞
（
付
）
中
臣
寿
詞

』
［2

0
1
3
.
1
0

和
泉
書
院
］
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は
、｢

下
の
「
あ
れ
び
」

と
並
立
す
る
よ
う
な
意
味
の
語
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
の
で
、
騒
ぎ
立
て

る
と
か
、
さ
ざ
め
く
と
か
い
う
意
味
の
語
で
は
な
か
ろ
う
か
。｢

あ
れ
び
」
は
「
あ
ら
ぶ｣

（
上
二
段
）
の

転
で
、
あ
ば
れ
る
の
意
。」
と
さ
れ
る
。

さ
て
、
こ
こ
に
、
イ
ス
ロ
コ
フ
を
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
イ
ス
ス
ク
と
合
わ
せ
と
ら
え
る
こ
と
を
考
え

て
み
た
い
。

イ
ス
ス
ク
は
、

其
容
姿
麗
美
故

美
和
之
大
物
主
神

見
感
而

其
美
人
為(

二)

大
便(

一)

之
時

化(

二)

丹
塗
矢(

一)

自(

下)

其
為(

二)

大
便(

一)

之
溝(

上)

流
下

突(

二)

其
美
人
之
冨
登(

一)

此
二
字
以
音

下
效
此

尒
其
美
人
驚
而

立
走

伊
湏
湏
岐
伎
此
五
字
以
音

（
略
）
娶(
二)

其
美
人(

一)

生
子
名
謂(

二)

冨
登
多
多
良
伊
湏
湏
岐
比
賣
命(

一)

〔
其
の
容
姿
麗
美
し
き
が
故
に
、
美
和
の
大
物
主

神
、
見
感
で
て
、
其
の
美
人
大
便
ら
む
と
為

そ

か

た

ち

う

る

は

ゆ
ゑ

ミ

ワ

お
ほ
も
の
ぬ
し
の
か
み

み

め

そ

を

と

め

く

そ

ま

せ

し
時
に
、
丹
塗
矢
に
化
り
て
、
其
の
大
便
ら
む
と
為
し
溝
よ
り
流
れ
下
り
て
、
其
の
美
人
の
冨

と
き

に

ぬ
り
や

な

そ

く

そ

ま

せ

み
ぞ

な
が

く
だ

そ

を

と

め

ホ

登
此
の
二
字
、
音
を
以
ゐ
よ
。
下
、
此
に
効
へ
。

を
突
き
き
。
尓
く
し
て
、
其
の
美
人
驚
き
て
、
立
ち
走

ト

こ

も
ち

し
も

こ
れ

な
ら

つ

し
か

そ

を

と

め
お
ど
ろ

た

は
し

り
伊
須
須
岐
伎
此
の
五
字
、
音
を
以
ゐ
よ

。(

略
）
其
の
美
人
を
娶
り
て
、
生
み
し
子
の
名
は
冨
登

イ

ス

ス

キ

キ

こ

も
ち

そ

を

と

め

め
と

う

こ

な

ホ

ト

多
多
良
伊
須
須
岐
比
売

命
と
謂
ふ
。〕

（
『
古
事
記
』
中
巻
・
神
武)

タ

タ

ラ

イ

ス

ス

キ

ヒ

メ

の
み
こ
と

い

於(

レ)

是

有(

二)

一
女
人(

一)

爲(

三)

資(

二)

上
己
之
眞
子(

一)

而
堕(

二)
於
江(

一)

故
号(

二)

宇
湏
伎(

一)

新
辞
伊

湏
湏
久

〔
是
に
、
一
の
女
人
有
り
。
己
が
真
子
を
資
け
上
げ
む
と
為
て
江
に
堕
ち
き
。
故
、
宇
須
伎
新
の

こ
こ

ひ
と
り

を

み

な
あ

お
の

ま

な

こ

た
す

あ

し

え

お

か
れ

ウ

ス

キ

い
ま

辞
は
伊
須
須
久
な
り

と
号
く
。
〕

（
『
播
磨
国
風
土
記
』
揖
保
郡)

こ
と
ば

イ

ス

ス

ク

な
づ

の
例
が
あ
り
（
後
者
は
、
三
条
西
家
本
に
「
伊
波
湏
久

」
と
あ
る
の
で
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
５
『
風

土
記
』［
小
学
館
］
の
よ
う
に
イ
ハ
ス
ク
と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る)

、｢

未
詳
。
う
ろ
た
え
る
・
あ
わ
て
る
、

の
意
か
。
ウ
ス
ク
と
も
。」
（
『
上
代
編
』）
と
さ
れ
る
。

今
一
つ
、
イ
ス
ス
キ
（
片
仮
名
の
右
傍
線
は
上
代
特
殊
仮
名
遣
の
甲
類
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）
は
、

引
結
幣
魯

葛
目
乃

緩
比

取
葺
計
留

草
乃

噪
伎

古
語
云

蘇
蘇
伎

无
久

御
床
都
比
乃
佐
夜
伎

夜
女
乃
伊
湏
湏
伎

伊

豆
都
志
支

事
無
久

〔
引
き
結
幣
魯

葛
目
乃

緩
比

、
取
り
葺
計
留

草
乃

噪
伎

古
語
に
蘇
蘇
伎
と
云
ふ

无
久

、
御
床
都
比
乃
佐
夜
伎

ひ

ゆ

ヘ

ル

つ
な
め

ノ

ゆ
る

ビ

と

ふ

ケ

ル

か
や

ノ

ソ
ソ

キ

ソ

ソ

キ

い

な

ク

み

ゆ
か

ツ

ヒ

ノ

サ

ヤ

キ

夜
め
乃
伊
須
須
伎

伊
豆
都
志
支

事
無
久

〕

（
『
祝
詞
』
大
殿
祭
）

よ

ノ

イ

ス

ス

キ

イ

ヅ

ツ

シ

キ

こ
と
な

ク

の
例
が
あ
り
、｢

未
詳
。
次
項
イ
ス
ス
ク
の
名
詞
形
。
周
章
狼
狽
の
意
か
。
」（
『
上
代
編
』）
と
さ
れ
る
。

こ
の
イ
ス
ス
ク
に
対
し
て
、
平
安
時
代
に
下
る
と
、
ウ
ス
ス
ク
の
例
が
、

御
門
守
、
寒
げ
な
る
け
は
ひ
、
う
す
ゝ
き
出
で
来
て
、
と
み
に
も
、
え
あ
け
や
ら
ず

み

か
ど
も
り

さ
む

い

き

（
『
源
氏
物
語
』
朝
顔
）

の
よ
う
に
あ
り
、｢

｢

う
す
す
く
」
は
、
上
代
の
「
い
す
す
く
」
と
同
じ
く
、
あ
わ
て
ふ
た
め
く
意
。」(

新

編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
源
氏
物
語
』
２
［
小
学
館
］）
と
さ
れ
て
、
イ
ス
ス
ク
―
ウ
ス
ス
ク
は
母
音
交

21
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替
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
ウ
ソ
ソ
ク
の
例
が
、

ウ
ソ
ソ
ク

（
『
類
聚
名
義
抄
』
）

の
よ
う
に
あ
り
、
ウ
ス
ス
ク
―
ウ
ソ
ソ
ク
は
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
こ
の
例
は
「

」
字
の
訓
で

あ
り
、
「
皃
」
字
が
「
㒵
」
字
の
異
体
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
を
参
照
す
る
と
、「

」
字
は
「
狽
」

字
の
異
体
字
と
見
ら
れ
、「
狽
」
字
は
慌
て
る
・
う
ろ
た
え
る
意
の
「
狼
狽
」
の
「
狽
」
で
あ
っ
て
、
ウ
ソ

ソ
ク
の
み
な
ら
ず
イ
ス
ス
ク
・
ウ
ス
ス
ク
も
慌
て
る
・
う
ろ
た
え
る
意
と
見
て
よ
い
。

と
こ
ろ
で
、
イ
ス
ロ
コ
フ
は
、
動
詞
イ
ス
ロ
ク
を
想
定
し
、
そ
れ
が
反
復
・
継
続
の
意
を
持
つ
接
尾
辞

フ
を
伴
っ
た
も
の
と
と
ら
え
ら
れ
る
。
仮
に
、
イ
ス
ロ
コ
ブ
の
よ
う
に
濁
音
ブ
で
あ
る
と
す
る
と
、
五
音

節
以
上
の
バ
行
動
詞
の
上
代
な
い
し
平
安
初
期
の
確
例
が
見
ら
れ
る
も
の
は
、
オ
モ
ヒ
ワ
ブ
「
…
思
ひ
わ

お
も

ぶ
ら
む
〈
於
毛
比
和
夫
良
牟
〉
…｣

（
『
万
葉
集
』
巻
一
五
・
三
七
二
七
、〈

〉
内
は
原
文
、
以
下
同
様
）

の
よ
う
な
複
合
動
詞
の
も
の
か
、
ア
カ
ラ
シ
ブ
「
父
母
懇
［
懇
阿
可
良
之
比
天]

｣

〔
父
母
懇

ビ
テ
〕
（
『
日

ア
カ
ラ
シ

本
霊
異
記
』
上
巻
九
縁
・
興
福
寺
本
、[

］
内
は
訓
釈
）
の
よ
う
な
シ
ク
活
用
形
容
詞
語
幹
＋
接
尾
辞
ブ

の
構
成
の
も
の
ぐ
ら
い
で
あ
る
の
で
、
濁
音
ブ
の
イ
ス
ロ
コ
ブ
で
あ
る
と
は
考
え
に
く
い
。

第
一
音
節
を
Ａ
、
第
二
音
節
を
Ｂ
で
表
す
と
、
Ａ
Ｂ
ラ
な
い
し
Ａ
Ｂ
ロ
が
接
尾
辞
ク
を
伴
う
動
詞
は
、

マ
ク
ラ
ク

｢

い
か
に
あ
ら
む
日
の
時
に
か
も
音
知
ら
む
人
の
膝
の
上
我
が
枕
か
む
〈
和
我
摩
久
良
可
武
〉」

と
き

こ
ゑ
し

ひ
と

ひ
ざ

へ

わ

ま
く
ら

（
『
萬
葉
集
』
巻
五
・
八
一
〇)

・
ト
ド
ロ
ク
「
閙
（
略
）
佐
和
支
美
太
留

又
止
〻
呂
久

」
（
『
新
撰
字
鏡
』
）
な
ど

が
あ
る
の
で
、
想
定
さ
れ
る
イ
ス
ロ
ク
は
、
イ
ス
ラ
な
い
し
イ
ス
ロ
が
接
尾
辞
ク
を
伴
っ
た
も
の
か
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
の
際
に
、
ラ
―
ロ
は
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
（
ラ
―
ロ
乙
類
の
母
音
交
替
の
例
は
多

い)

。
村
上
昭
子
氏
「
接
尾
辞
ラ
シ
イ
の
成
立｣

（｢

国
語
学
」

［1
9
8
1
.3

］）
は
、
ハ
カ
バ
カ
シ
イ
―
ハ
カ
ラ

124

シ
イ
、
バ
ケ
バ
ケ
シ
イ
―
バ
ケ
ラ
シ
イ
な
ど
、
ま
た
、
ウ
ル
ウ
ル
ト
―
ウ
ル
ラ
ト
、
ヌ
ク
ヌ
ク
ト
―
ヌ
ク

ラ
ト
な
ど
の
対
応
を
基
に
し
て
、
重
複
す
る
こ
と
と
接
尾
辞
ラ
を
伴
う
こ
と
と
が
対
応
す
る
と
述
べ
ら
れ

る
。
村
上
氏
の
挙
げ
ら
れ
る
例
は
中
世
に
下
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
と
は
別
に
、
重
複
す
る
こ
と
と
接
尾
辞

ラ
を
伴
う
こ
と
と
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
森
重
敏
氏
『
日
本
文
法
通
論
』[

1
9
5
9
.
1

風
間
書
房
］
を
参
照

し
て
、
上
代
・
平
安
初
期
頃
の
例
を
基
に
、
別
書

『
国
語
重
複
語
の
語
構
成
論
的
研
究
』[

1
9
9
8
.
4

塙

(一)

書
房
］〔
第
六
篇
〕
に
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
。
と
す
る
と
、
イ
ス
の
重
複
と
イ
ス
ラ
と
が
対
応
す
る
こ
と
に

な
り
、
そ
し
て
、
上
代
で
は
イ
ス
の
重
複
イ
ス
イ
ス
は
母
音
の
連
接
を
避
け
イ
が
脱
落
し
て
イ
ス
ス
に
な

る
（
別
書

で
「
縮
重
複
」
と
呼
ん
だ
）
の
で
、
イ
ス
ス
ク
と
イ
ス
ラ
ク
（
な
い
し
、
母
音
交
替
し
た
イ

(一)

ス
ロ
ク
）
と
が
対
応
す
る
こ
と
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、
慌
て
る
・
う
ろ
た
え
る
意
の
イ
ス
ス
ク
と
イ
ス
ラ
ク
・
イ
ス
ロ
ク
と
が
ほ
ぼ
同
じ
意
を
表

し
、
接
尾
辞
フ
を
伴
っ
た
イ
ス
ロ
コ
フ
は
そ
の
反
復
・
継
続
を
表
す
と
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
て
、
イ
ス
ス
ク
の
重
複
素
イ
ス
は
、
イ
ソ
ク
［
急
］
の
イ
ソ
の
母
音
交
替
か
と
考
え
ら
れ
る
（
ス
―

ソ
甲
類
の
よ
う
な
ウ
列
―
オ
列
甲
類
の
母
音
交
替
の
例
は
多
い
）。
先
に
見
た
播
磨
国
風
土
記
の
イ
ス
ス
ク

の
例
に
「
宇
湏
岐
」
と
あ
っ
た
の
は
、「
ウ
ス
ク
と
も
。
」（
『
上
代
編
』）
と
あ
っ
た
よ
う
に
、
動
詞
ウ
ス
ク

の
連
用
形
と
見
ら
れ
、
ウ
ス
ク
―
イ
ソ
ク
は
母
音
交
替
と
と
ら
え
ら
れ
る
。

な
お
、
上
代
で
は
、
清
音
キ
か
と
見
ら
れ
る
イ
ソ
キ
［
急
］
「
水
鳥
の
発
ち
の
急
き
に
〈
多
知
能
已
蘇

み
づ
と
り

た

い
そ

岐
尓
〉
…｣

（
『
万
葉
集
』
巻
二
〇
・
四
三
三
七
・
防
人
歌
）
の
例
に
よ
り
、
清
音
ク
の
イ
ソ
ク
で
あ
っ
た
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と
見
る
の
が
よ
い
か
。
動
詞
～
ク
が
時
代
を
下
る
と
濁
音
化
し
て
～
グ
に
な
る
例
の
、
サ
ワ
ク
「
…
騒
く

さ
わ

ガ
シ

平
上

御
民
も
〈
散
和
久
御
民
毛
〉
…｣

（
『
万
葉
集
』
巻
一
・
五
〇
）
―
サ
ワ
グ
「
躁
サ
ワ
グ
（
平
平
上)｣

（
『
類
聚

（
み
た
み
）

名
義
抄
』
図
書
寮
本
一
一
四
、「
平
」
は
低
い
ア
ク
セ
ン
ト
、｢

上
」
は
高
い
ア
ク
セ
ン
ト
、｢

上
」「
平
」

の
右
傍
線
は
声
点
が
双
点
で
濁
音
で
あ
る
こ
と
を
表
す
）
な
ど
に
つ
い
て
は
、
別
書

『
国
語
派
生
語
の

(二)

語
構
成
論
的
研
究
』[

20
1
0
.
3

塙
書
房]

〔
第
五
篇
第
一
章
〕
に
詳
し
く
述
べ
た
。
イ
ス
ス
ク
は
、
イ
ソ
ク

[

急
］
の
反
復
・
継
続
を
表
し
て
、
急
ぐ
の
反
復
は
、
急
ぐ
こ
と
の
繰
り
返
し
で
あ
り
、
そ
れ
は
慌
て
る
意

に
相
当
近
い
と
見
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
接
尾
辞
フ
を
伴
っ
た
イ
ス
ロ
コ
フ
は
、
慌
て
る
・
う
ろ
た
え
る
こ
と
の
継
続
を
表
す
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ロ
コ
フ
は
、
慌
て
続
け
る
、
う
ろ
た
え
続
け
る
意
を
表
す
と
考
え
る
も
の

で
あ
る
。

な
お
、
ア
ワ
ツ
［
慌
］（
→
ア
ワ
テ
ル
）
は
、

文
策
即
甚
忙

怕

ア
ワ
テ
オ
ヒ
江

〔
文
策
即
ち
甚
だ
忙
テ
怕
エ
〕

(

石
山
寺
蔵

『
金
剛
波
若
経
集
験
記
』
平
安
初
期
点
、

す
な
は

は
な
は

ア
ワ

オ
ビ

エ
の
左
傍
線
は
ヤ
行
エ
で
あ
る
こ
と
を
示
す
）

な
ど
、
平
安
初
期
以
降
の
例
が
確
認
で
き
る
が
、
上
代
の
確
例
は
見
当
た
ら
な
い
。
後
に
は
、
イ
ス
ス

ク
・
ウ
ス
ス
ク
・
ウ
ソ
ソ
ク
よ
り
ア
ワ
ツ
［
慌
］
の
方
が
よ
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
見
ら
れ

る
。最

後
に
、

†
I

イ
ス
ロ
ゴ
ヒn.Contention

;quarrel.Syn. A
.

SU
R

O
G

O
I

R
A

SO
I

（
『
和
英
語
林
集
成
』〔
第
三
版
〕
、「Contention

;
quarrel

」
は
「
争
い
や
喧
嘩｣

（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』[

小
学
館]

〔
初
版
・
第
二
版
〕）
の
意)

の
例
を
ど
う
見
る
か
で
あ
る
が
、
『
和
英
語
林
集
成
』
〔
第
三
版
〕
が
刊
行
さ
れ
た
一
八
八
六
年
は
、
『
祝

詞
』
の
例
よ
り
大
き
く
時
代
が
下
っ
て
お
り
、
方
言
の
例
を
含
め
て
そ
の
間
を
つ
な
ぐ
例
が
見
当
た
ら
な

い
こ
と
か
ら
見
て
、『
祝
詞
』
大
殿
祭
の
例
の
意
味
が
不
明
に
な
っ
た
後
に
、
恐
ら
く
は
、
ア
レ
ビ
の
部
分

か
ら
意
味
が
推
測
さ
れ
た
か
、
あ
る
い
は
、
イ
サ
カ
フ
「
く
ぜ
ち
、
ま
も
り
、
い
さ
か
ひ
て
」

平
中
物

語
』
）
や
イ
サ
カ
ヒ
「
人
の
い
さ
か
ひ
す
る
音
の
し
け
れ
ば｣

（
『
大
和
物
語
』
）
と
合
わ
せ
考
え
ら
れ
た
か

し
て
、｢

争
い
や
喧
嘩
」
の
意
が
、『
和
英
語
林
集
成
』〔
第
三
版
〕
に
取
り
込
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
。
こ
れ
が
本
来
の
意
味
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。


